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と 1832年の中国旅行に関する“The Journal of Two Voyages”16と、1833年の中国旅行を加えた“Journal 
of Three Voyages”17や、ギュツラフがアヘン貿易に従事するジャーディン・マセソン社の通訳となって
中国沿岸を航海した時のことなど中国全般について纏めた“A Sketch of Chinese History”18、さらに道光
帝について書かれたギュツラフの没後に出版された“The Life of Taou-Kwang, Late Emperor of 
China”19などがある。熊月之の『西学東漸与晩清社会』によると、1807年から 1842年アヘン戦争終結
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53 本地教会の自治（self-governing）、自給（self-supporting）、自伝（self-propagating）の理念はプロテスタントの諸派で奨励されてい
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第 3節 孫文のキリスト教入信の経緯 
(1) 幼少期 

















27 容應萸「香港のキリスト教徒家族と孫文の改革運動」『孫文研究』第 28号、2000年。 




















































第 4節 孫文の革命活動とキリスト教信者 
(1) ホノルル興中会とハワイ 
1894年 10月から 1895年 1月まで孫文は 2度目のハワイ訪問をした。ホノルル興中会の創設は、こ




















                                            
























































































                                            
51 前掲『中華民国開国前革命史』36−37頁。 




















1912 年 1 月 1 日に中華民国臨時政府が成立した後、孫文とキリスト教徒や教会との関係、または孫文
周辺のキリスト教徒達に何か変化は生じたであろうか。 
まず、1912年 2月に臨時大総統という身分で上海キリスト教美以美会（Methodist Episcopal Church）
へ出した手紙の中で、孫文は政教の分離と信教の自由の原則を強調するとともに57、同年 5 月から 9 月




会62、3月 11日に大阪と 3月 13日に神戸のそれぞれの基督教青年会で63、3月 22日に長崎の基督教青
年会64など青年会（YMCA）主催の講演会に出席して、青年等を激励してまわった。 















































































第 5節 孫文からみた華人社会におけるキリスト教の特徴 
(1) 人脈ネットワーク 





































































時のキリスト教徒数は 16万 7千人であったが、1920年には 36万 6千人以上にも膨れ上がり、10年前
                                            
74 原文：「民国成立是上帝簡其忠仆以成其旨,基督教徒不勝歓躍、賛頌敬于元宵、開会祷祝、願上帝賜佑、中華民国万歳！大総統万歳！」
（『基督徒報』（上海）第35号、1912年1月、表紙裏頁）。 
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第 1節 孫文の民生思想 
                                            
と太平天国叙述の再形成」（『グローバルヒストリーの中の辛亥革命』汲古書院、2013年）などがある。 
12 王昇『孫文思想』世界情勢研究会、1978年、326頁。 
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21 馮自由『中華民国開国前革命史』第 1冊、世界書局、1984年、45−46頁。 
22 George, Henry, Progress and Poverty: An Inquiry into the Cause of Industrial Depressions and the Increase of Want with Increase 
of Wealth. VI. Robert Schalkenbach Foundation, 1879, p.5. 
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していたが、宣教師数約 100 名に対して中国人キリスト教徒の数は 350 名と僅かであった。1885 年に
清仏間で結ばれた天津条約に「内地伝道」の権利が明記されたことにより内地伝道が解禁されると、1876
年の外国人宣教師数 473名に対し信徒数は 13,035名と若干の増加が見られたが33、宣教師一人あたりの
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36 曲拯民「美国長老会和山東自立会事略」『山東文献』山東文献社、第 11巻1期、1941年、24頁。 





























る43。1912年 2月 13 日に臨時大総統を辞任した孫文は、平均地権のための具体的な方法を模索する一
方で、「講演者」の役に身を転じた44。そこで各方面の有力人士と接触しており、1912年 7月下旬、孫文
                                            
38 馮自由『革命逸史』第 2巻、台湾商務印書館、1953年、105−106頁。 
39 周興樑「孫中山與西方基督教」『中国近代史』第2期、1996年、119頁。 








































                                            
45 前掲『孫中山全集』第 2巻、392−395頁。 
46 前掲『孫中山全集』第 2巻、392−395頁。 
47 同上。 































るようになった。この定着化の動きは 1913年からの「中華帰主運動」（China for Christ Movement）
に遡ることができる。1910年のエディンバラ世界宣教会議における全キリスト教諸派による宣教の協力
精神を促進するため、1913年に上海で第四回基督教全国大会が開催された。大会中に中国全土のキリス
ト教の中心的機構となる「中華続行委辦会」（The Chinese Continuation Committee）がつくられ、誠
静怡56が初代の中国人の総幹事として選出された。「中華続行委辦会」の半数以上は中国人のキリスト教
                                            



































第 4節 民生主義の完成 
(1) 中国国民党の農民政策 
                                            
25年間奉仕をし、その間にエディンバラ世界宣教会議における中国でのキリスト教の教派を超えた結束の重要性について訴えた演説で一
挙に有名となり、中国人主導の中国キリスト教界の実現に貢献した人物である。 
























の「国有」はまさに「平均地権」を実現する方法となったのである。そして、孫文は 1924年 8月 3日











れた。ナショナリズムが高潮期を迎えた 1925 年の 5・30事件によって、キリスト教界とその教育事業
への批判が激化し、北伐が始まると教会事業への直接的な破壊運動も見られるようになった。そこで、
愛国の態度を表明する中国人信徒や外国教会との関係を断つ中国教会が相次ぎ、漢口の租界では中国人

























































































































次いだ。各地で起きた民衆の暴動に直面した国民政府は、1929 年 3 月、迷信打破運動の基準となった
「神祠存廃基準」を廃止し、急進的な迷信打破運動を抑制していった8。1931 年 6 月に国民政府により
公布された「中華民国訓政時期約法」第 11条においては「人民は信教の自由がある」と規定されている







                                            


























































第 2節 外国人宣教師の境遇：太平洋戦争期 
日本と英米蘭の開戦による太平洋戦争が勃発すると、中国国内の情勢はさらに複雑なものとなった。
中国キリスト教界も日本軍の各地進駐による影響を回避することができなくなった。例えば、太平洋戦








こととなった。プライス（Frank Wilson Price）の全国農村部における 10,000の教会を対象にした調査
によると、25％の教会が財産損失による深刻な被害を被ったとのことである27。また、中華全国基督教
協進会28が 1946年に実施した調査では、都市部を含む 777の教会のうち 15％の教会の牧師が太平洋戦










27 Frank Wilson Price, The Rural Church in China: A Survey, Agricultural Missions, Inc., 1948, pp. 229-230. 

































第 4節 中国キリスト教界の存続に向けて：戦後内戦期 
(1) 中国人聖職者の育成 
                                            
29 Frank Wilson Price,前掲書 pp. 229-230. 
30 同上。 








































































































第 5節 中華人民共和国建国後のキリスト教界 













                                            
48 「関于調査本市慈善団体（国際性慈善救済機関）状況的報告」北京市檔案館館蔵檔案196−2−189、1949年6月17日。 
49 江文漢「基督教青年会在中国」『文史資料選輯』第19輯、中華書局、1961年、27頁。 

















①  キリスト教界の受難期と対応 



















54 「関于処理接受美国津貼的文化教育救済機関及宗教団体的方針的決定」（前掲『人民手冊』下册、亥 34頁）。 




























おいても 1950年に董輔仁（John R. Sinton）主任によって中国大陸から撤退する宣言がなされた。1951











































































































































図表 4−1 アメリカによる日本および台湾への一般経済援助到着額（単位：100万米ドル） 
年次 日本12 台湾 
1946-50 20 1070 
1951-55 - 504 
1956-60 - 389 
1961-65 - 135 
1966-68 - - 
     出所：油井大三郎、中村政則、豊下栖彦（編）『占領改革の国際比較：日本•アジア•ヨーロッパ』三省堂、1994年、162頁 
および U. S. Departmentof Commerce, Statistical Abstract of the United States, Bureau of the Census Library,  
1953, pp.887-890に基づいて筆者作成。 
 





10 韓延龍（編）『中国新民主主義革命時期根拠地法制文献選編』第 4巻、中国社会科学出版社、1984年、274頁。 
11 都市部を含む777の教会のうち、15％の牧師が太平洋戦争中に中国を退去した。そのうち43％は経済的な理由による（Frank Wilson 
Price, The Rural Church in China: A Survey, Agricultural Missions, Inc., 1948, pp. 229-230.）。 
12 アメリカの軍事予算より拠出された日本の経済復興を目的としたエロア資金（Economic Rehabilitation in Occupied Area：占領地域
経済復興資金）の総額である。特に、石炭や鉄鉱石、工業機械など生産物資の供給や綿花や羊毛などの原料購入のために充当された。食糧
や医薬品など生活費用物資の援助を目的としたガリオア資金（Government Appropriation for Relief in Occupied Area：占領地域救済政府





































































































年次 人口総数（a） 本省人口（b） 外省人口（c） （c）/（a）×100 
1946 6,090,860 6,059,139 31,721 0.52 
1947 6,495,099 6,436,444 58,655 0.90 
1948 6,806,136 6,678,969 127,167 1.87 
1949 7,396,931 6,980,234 416,697 5.63 
1950 7,554,399 7,029,459 524,940 6.95 
1951 7,869,247 7,268,557 600,690 7.63 
1952 8,123,374 7,473,544 649,830 8.00 
1953 8,438,016 7,724,000 714,016 8.46 
1954 8,749,151 7,983,087 766,064 8.76 
1955 9,077,643 8,224,955 852,688 9.39 
1956 9,390,381 8,444,965 945,416 10.07 
1957 9,690,250 8,676,022 1,014,228 10.47 
出所：台湾省政府主計処『台湾省統計要覧』第十八期、台湾省政府主計処、不詳、12-13頁に基づいて筆者作成。 
 









日本時代からのもので、残りは 1945 年以降に設立されたものである。神学校は戦前の 2 校から、戦後
















































(2) 倍加運動（P.K.U:Pe-Ka Un-Tong）と原住民 
1954年 8月、アメリカのイリノイ州エバンストン（Evanceton）で普世教会協会（World Council of 
Churches1948）第二次総会を開催するにあたり、キリスト教布教状況について報告するように各国の会
員に申し伝えられた。台南神学院院長を務めていた黄彰輝牧師は報告するにあたり、同年 2 月 22 日か
ら 27日まで、台南神学院でシンポジウムを開催した。そこで、台湾南部の長老教会南部大会の総幹事を




                                            
28 佐藤貴仁「ある台湾日本語世代の牧師の記憶」『交流』第863巻、公益財団法人交流協会、2013年。 
29 森田健嗣「戦後台湾山地社会における言語政策の展開—日本語の排除から先住民族言語の排除へ—」『アジア経済』第 54巻 2号、日本
貿易振興機構（ジェトロ）アジア経済研究所、2013年。 











その後、1959年 2 月の第 6 次総会で「台湾宣教 100周年紀念教会倍加運動」案が議論されたことに
よって、台湾全体に及ぶキリスト教布教運動へと展開したのである35。この布教運動が台湾長老教会を
中心とした教会を増やす倍加運動の始まりである。原住民における倍加運動の成果は、図表 4−4に示し
たとおり、1949 年時点で山地原住民教会 111 教会だったのが、倍加運動が始まってから 10 年経った
1964 年には 642 教会に増加している。平地の原住民教会でも、239 教会（1949 年）から 1,154 教会
（1964 年）に増加している。また、台湾の原住民を対象とした教会の増加率を見てみると、1949 年か
ら 1964年までの山地における増加率（32％）の方が平地のそれより高いことがわかる。しかし、1964


















111 642 703 32 1 
平地原住
民教会 
239 1,154 1,600 26 3 






第 3節 戦後のキリスト教界による台湾支援 
(1) 台湾への「米国援助金（美援）」 
戦後の台湾へのアメリカからの援助は 1948年の「中国援助法（22 U.S.C. ch 19 §1501－1503: China 
Aid Act of 1948）」に始まるが、当初の目的は台湾に対する援助ではなく、国民党政府が専らの支援対象
であった。そのため、第二次国共内戦期間には国民政府が首都の南京市に「行政院美援運用委員会」を
設立すると、アメリカは上海に「美国経済合作総署中国分署（Economic Cooperation Administration, 
Mission to China）」を設立した。しかし、淮海戦役（1948年 11月－1949年1月）と平津戦役（1948
年 12月—1949年 3月）における国民党軍の劣勢を目の当たりにしたアメリカは、1948年 12月 30日
に台湾に「行政院美援運用委員会台湾辦事処」を設置した。そして、1949年に国民党が中華民国政府を
台湾に移転するのに伴い、中国大陸にあった美援運用委員会も台湾へ移設されることとなった。しかし、

































                                            
36 滝田賢治「現代アメリカの対外援助政策—構造と理念の変容—」『現代アメリカ外交の研究』中央大学出版部、1999年。 
37 ウォルター•ラフィーバ （ー著）久保文明（訳）『アメリカの時代—戦後史のなかのアメリカ政治と外交』芦書房、1992年、186−187頁。 
38 Id, Statistical Abstract of the United States, pp.887−890. 
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中国基督教大学聯合董事会（The United Board for Christian Colleges in China,UBCCC）39は 1932
年に中国大陸におけるアメリカ系教会大学（プロテスタント）13校40を支援する目的でニューヨークに
て設立された。1949 年 1 月、中国大陸における共産党の優勢を受け、UBCCC による「積極的勇断政


















1950年 11月 27日、国連総会におけるWarren Austin（アメリカ安全保障理事会代表）の発言をき
っかけにアメリカ帝国主義の文化侵略に反対する運動がまき起こった48。オースティンは、多くの中国
                                            
39 1956年、亜洲基督教高等教育聯合董事会（United Board for Christian Higher Education in Asia）に改称された。 
40 燕京大学、斉魯大学、之江大学、東呉大学、聖約翰大学、滬江大学、金陵大学、金陵女子大学、華中大学、華西協和大学、嶺南大学、
華南女子文理学院、福建協和大学の13校である。 
41 “R. J. McMullen letter to Friend of the China Christian Colleges. (20 January 1949)” in China Colleges XVI:3, 1949, Feb. China 
CollegesはUBCCCによる出版物であり、そのなかで紹介されている。 
42 “A Statement of Policy for Christian Colleges in China.” in ChinaColleges XVI:3, 1949, Feb.のことを指す。 
43 邢福増「連根抜起—建国後基督教在華教育事業的終結」『将根紮好—基督宗教在華教育的検討』黎明文化事業出版、2007年。 
44 Jessie G. Lutz, China and the Christian Colleges 1850-1950, Ithaca: Cornell University Press, 1971, pp.255−270 
45 周恩来「在全国高等教育会議上的講話（1950年6月8日）」『周恩来選集』下巻、人民出版社、1984年、20頁。 
46 1949 年以降の燕京大学を中心とする教会大学の地下党組織については、Philip West, Yenching University and Sino-Western 
































年 建築／設備投資 通常支出 
（UBCCC派遣人員の出張費、給与） 
予備費 計 
1951—1952 20万ドル 5万ドル 0 25万ドル 
1953—1954 20万ドル 1.5万ドル 3万ドル 24.5万ドル 
出所：Mary E. Ferguson, “Formosa Christian College in Recommendation of the Committee on Service in Asia, Minutes of Stated 
Meeting, Board of Trustees, United Board for Christian Colleges in China, June 20, 1952,” in Board of Trustees, 1945-1956, 
Box 90, Folder 2246, UBCHEA Series Ⅲおよび Mary E. Ferguson, “Minutes of United Board for Christian Colleges in China, 
Committee on the College in Formosa, April 7, 1953,” in Committee on the College in Formosa, 1952-1953, Box92, Folder2276, 
UBCHEA Series Ⅲを参照して筆者作成。 
 
                                            
49 O’Hara S.J., “Attitude of the Chinese Government to Catholic Education” in China MissionaryⅠ, Catholic Central Union of America 
Central Bureau, 1948, pp.163−164. 
50 Chang Chung Ping, The United Board for Christian Higher Education in Asia in the Development of Tunghai University in Taiwan, 
1955-1980 (Ph.D. Thesis), Southern Illinois University, 1982, pp.97−113. 
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54 Aid Refugee Chinese Intellectuals. Inc., Background Material of ARCI, Pre-publication copy of Informational Material on Aid 





のアメリカ本部に進言したのである55。「援助亡命中国知識人協会」は 1952 年から 1959 年にかけて、
14,000 人の知識人難民を香港•マカオから台湾•アメリカ•ヨーロッパ•東アジアへ移住させており、そ
のうち 1953 年から 1958 年にかけて台湾へ移民した人数は 11,390 人である56。1952 年、「援助亡命中






リカで香港知識人難民に対する救済法案（8 U.S.C. ch. 12, §1101－1104, 1153, 1182, 1252, 1253, 1351: 















                                            
55 Ibid., p.7.  
56 趙綺「冷戦難民援助：美国『援助中国知識人士協会』,1952 年至 1959 年」『欧美研究』第 27 巻 2 期、中央研究院欧美研究所、1997
年、65−108頁。 
57 趙綺前掲論文、65−108頁。 


















さらにアメリカでは余剰農産物問題を受けて、1954年に「農業貿易促進援助法」（7 U.S.C. ch. 2 §















出所：U. S. Departmentof Commerce, Statistical Abstract of the United States,  
Washington: Bureau of the Census Library, 1953, pp.887-890および Economic 
Research Center, Council for U.S.Aid, Executive Yuan, Taiwan Statistical DataBook,  





                                            



































る「美援」が打ち切られた 1965 年 6 月以降も、キリスト教界を通じた無為替物資輸入等による支援は













アメリカ政府から台湾への援助は 3 段階に分けられる。第 1 段階では、1949 年の国民党の台湾移転
以降、アメリカ国務省は国民党政府に軍事・経済援助の停止を説明したが、1950 年の朝鮮戦争により、
1950 年 8 月から台湾への援助を再開した。この時のアメリカ援助は、軍事的・経済的考慮が重視され、
台湾の安定化のため、民生物資調達とインフレ抑制に活用されている62。第 2 段階でも、軍事目的が重















                                            

































                                            
1 Nevius, John Livingston., The Planting and Development of Missionary Churches, Foreign mission library, 1899. 
2 1949 年以降の長老派を含むプロテスタントの中国大陸以外の中華圏での布教戦略については、シンガポール（Hood George, Neither 
Bang nor Whimper : The End of a Missionary Era in China, The Presbyterian Church in Singapore, 1991.）やマレーシア（Roxborogh, 
John, “Christianity in South-East Asia, 1914-2000” in The Cambridge History of Christianity World Christianities C.1914-C.2000, 
Cambridge University Press, 2006, pp. 436-449.）などへの展開に関する研究がある。 
3 Witek, John W., “Christianity and China: Universal Teaching from the West.” inStephenUhalley and Xiaoxin Wu, China and 












第 1節 日本における華人プロテスタント教会 
(1) 起点（日本基督教団東京台湾教会） 
日本で最初に設立された華人教会である長老派の流れを汲む、現在の日本基督教団東京台湾教会の設
































年代 信者数 沿革 




1928年 50人 東京台湾基督教青年会発足。 
1934年 30人 初代台湾人牧師の郭馬西牧師が就任。 







1947年 10人 港区青山の聖三一教会に移転。日本人牧師を招いて説教を再開。 




1962年 80人 台湾基督長老教会東京教会を創立。 











る教会が 5つ、北京語による教会が 7つ、残りの 1教会は不明とのことである10。しかし、それが 2017

















地域 教会名 教会合計数 
北海道 ①札幌国際基督教会 1教会 
栃木 ①峰町キリスト教会中国語小組 1教会 














神奈川 ①神奈川国際基督教会、②横浜福音喫茶瑪麗、③横浜華僑基督教会 3教会 
愛知 ①日本基督教会名古屋華人之家、②名古屋基督教生命堂 2教会 





兵庫 ①神戸基督教改革宗長老会、②関西華僑基督教会、③神戸基督教生命堂 3教会 





岡山 ①岡山生命団契（倉敷福音教会内） 1教会 
広島 ①福山生命団契、②広島基督教生命堂 2教会 
福岡 ①福岡錫安華人基督教会、②福岡新生基督教会 2教会 
沖縄 ①沖縄御国祷告之家 611霊糧基督教会、②沖縄世界宣教 611霊糧基督教
会、③沖縄聖泉 611霊糧基督教会 
3教会 
出所：在日華人クリスチャンセンタ （ーJCC）ホームページhttp://tokyo-jcc.com/link5-j/（2017年 12月1日閲覧）を参照して筆者作成。 
 





















































どの街にいてもおかしくはなかった21。1946 年における在日中国人数 30,847 人の内、台湾出身者の割
合は 51.6％であり、その後約 30年にわたり、台湾出身者は在日華僑の半数を占め続けた22。台湾からの
来日者数が戦後も徐々にではあるが増えつづけたことが図表 5−3からみてとれる。1959年と 15年後の






































































































































第 3節 神戸基督教改革宗長老会 





































                                            




宗長老会、2007年）所収の、初代マクラクリン牧師の娘婿であるピーターソン牧師が書いたCatherine Mclauchlin Peterson, “Memories 








































年月（最終週礼拝） 日曜礼拝出席者数 献金額 
2011年 12月 51人 35,962円 
2012年 12月 57人 9,077円 
2013年 12月 54人 24,088円 
2014年 12月 58人 26,452円 
2015年 12月 48人 15,459円 
2016年 12月 82人 19,630円 












るようになった日本人が全体の 1割から 2割を占めている。 
図表 5−6 は日曜礼拝での献金額のみを示しているが、『週報』にはこの他に月額献金額と感謝献金額



















































人の 3 者に配慮した礼拝スタイルが確立されている。これらのことから、教会は 1961 年の決議を受け
て、国籍や政治的信条を問わず、地域に開かれた教会を目指してきたことがわかる。 
1999年 7月 25日、神戸栄光教会（1995年 1月の阪神•淡路大震災で被災したため、兵庫県庁南に設
置されたテント式の仮設礼拝堂）にて、台湾基隆市から参加した啄木鳥合唱団がコンサートを執り行っ
































































































































などの限られた資料をもとに教会設立当初から現在までの信者数を図表 5−8 に表すと次のようになる。 




















年月（最終週礼拝） 日曜礼拝出席者数 献金額 










1972年 12月 16人 3,890円 
1973年 12月 21人 4,307円 
1974年 12月 26人 10,660円 
1976年 12月 69人 28,945円 
1977年 12月 74人 21,246円 
1978年 12月 84人 41,315円 
1979年 12月 43人 23,141円 
1980年 12月 96人 55,850円 
1981年 12月 50人 27,500円 
1991年 12月 75人 47,035円 





1999年 12月 82人 40,246円 
2009年 12月 72人 47,470円 
2010年 12月 90人 60,630円 
2011年 12月 148人 83,410円 
2012年 12月 90人 48,230円 
2013年 12月 63人 40,870円 
2014年 12月 59人 30,560円 
2015年 12月 141人 164,816円 
2016年 12月 162人 107,013円 

























                                            


















































































































して、P.C.U.S は 2 つの華人プロテスタント教会としてミッションから独立し、自立した教会になって
ほしいと考えた。そのため、1961年にP.C.U.Sは、華人プロテスタント教会が立地する日本もしくは台
























































































































































































































                                            
8 許瓊丰「戦後中華民国政府の華僑政策と神戸中華同文学校の再建」『華僑華人研究』第 6号、2009年。 
9 Witek, John W.,“Christianity and China: Universal Teaching from the West” in China and Christianity: Burdened Past, Hopeful 

















































































































































































































ジア経済』第 54巻 2号、日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア経済研究所、2013年。 
森本道孝「『ゴールデン•チャイルド』に見る「改宗」の意味」『生駒経済論叢』第10巻 3号、近畿大学、
2013年。 
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